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小学校１年「しんせつってきもちいいね」 ２－(2) 親切

出典：明るい心１年（県教振）「はしのうえのおおかみ」

資料の概要

一本橋の上で意地悪をしていたおおかみが、力の強いくまに出会い、

思いがけなく親切にされ、自分の行動を反省してみんなに親切にしよ

うとする話です。

授業の展開例

１年生は、自分勝手な気持ちと他の人を思いやる優しい気持ちの両方

をもっています。そのことを認めたうえで、他の人を思いやること、親

切にすることの大切さに気付かせましょう。

まず、うさぎを追い返したおおかみの気持ちを考えます。そして、く

まに親切にしてもらったときのおおかみの気持ちの変化についてとらえ

ます。最後にくまにしてもらった親切をうさぎにしてあげている時の気

持ちを考えることで、親切にした時の気持ち

よさを感じ取ることができるようにすると、

子どもの心に残る授業になると思います。

指導案とすぐに使える画像が、25年度の道

徳研究会会報に付いているCD-ROMに入ってい

ます。ぜひ、ご活用ください。

中学校３年「男女の交際について」 ２－(4)健全な異性観

出典：明るい人生３年（県教振）「初恋物語」

資料の概要

主人公は、淡い気持ちを抱いていたＹ子から手紙を受け取ります。

その後、後輩の女子が主人公にプレゼントを渡しに来ますが、断っ

てしまいます。それを見た友達は、主人公の行為を非難します。

授業の展開例

中学３年生になると、心身の成長が著しく異性に対する関心も強

くなってきます。意識的に避けたり、わざと相手の関心を誘うよう

な態度を取ったりします。そこで、主人公がＹ子から手紙をもらっ

たときの気持ちや、後輩からのプレゼントを断ったときの気持ちを

考えさせることで、心の葛藤について考えさせたいと思います。そ

して、友達から非難されたことを通して、相手を尊重する気持ちを

高め、健全な男女交際について考えさせた

いと思います。

「私たちの道徳」の「(4) 異性を理解し

尊重して」(P.66～)に、異性について考え

るページがあります。この実践の前後、ま

たは導入等で活用しましょう。

◇◆研究発表会のお知らせ◆◇

１月２８日（水）１４：４５～

教育館 講堂

ぜひご参加ください！

子どもにとって
魅力ある道徳の授業を！

１０月２１日（火）に、名道研研究部テーマ研究部会 間をさらに子どもたちにとって魅力あるものにしようと指 た『私たちの道徳』の中の資料を活用して、道徳の時間を組
の授業研究が行われました。熱田区千年小学校にて、６ 導計画を立てました。活用した資料は み立てました。二つの資料を使うことで、学んだことを生活
年１組の子どもたちが担任の石田恵将先生と公正・公平 明るい心６年(県教振)「モントゴメリーのバス」 に生かすことができる工夫をしました。

について考えました。 私たちの道徳小学校５・６年(文科省)Ｐ.１３２ です。 授業後には、研究協議会が行われ、参加者から多くの質問

副読本「明るい心」と本年度文部科学省から配布され 日常生活では経験する機会が少ない題材である資料「モ や意見が出され活発な話し合いがなされました。詳しい内容

た「私たちの道徳」を効果的に組み合わせて、道徳の時 ントゴメリーのバス｣と、身近な生活場面を題材として扱っ は、研究発表会で発表します。楽しみにしていてください。

学んだことを自分の生き方に生かそうとする気持ちを高める道徳教育について研究しています

資料「モントゴメリーのバス」の
登場人物の思いを発表する様子

心のこもったあいさつとは？ 城北小学校長 斧田幸治

先日、道徳の公開授業を参観するため千年小学校に出掛けました｡ 軽くお辞儀をしましょう、会釈をしましょうという指導だったよ
校舎内に入ると「こんにちは」「こんにちは」という子どもたちの うに思います。
元気の良いあいさつで迎えられました。よく考えられた道徳の授業 この会釈という動作は、いつの頃か主要な指導ではなくなり、
を参観した後、ふと20年程前、私が道徳の研究委託校にいた頃のこ 今のように声に出して「こんにちは」が主流になっていることに
とを思い出しました。 気が付きました。どうしたのでしょうか。あいさつの仕方も欧米
それは、今日のような研究発表会や公開授業の日、大勢の参観者 化し、進化したということでしょうか。道徳の指導要領解説編に

を気持ちよく迎えるために、随分前から計画的に週の生活目標等に は、「気持ちのよいあいさつ、言葉遣い、動作などに心掛けて、
あいさつの内容を採り上げたことです。ただ、今のように声に出し 明るく接する」と表記されています。ただ、私は会釈という方法
て、「こんにちは」ではなく、お客様と会ったら、少し立ち止まり もあるのかなと思いますが、皆さんはどう思われますか。

平成３０年度 道徳が教科化に！
～教科化に向けての準備は進んでいますか？～

道徳の授業を進めるためには資料が必要です。

多様な価値観をもった子どもたちが、同じ教室

で同じ時間に、ある道徳的な価値（例えば生命の

尊重など）について考える場合、全員が「共通の

ステージ」に乗らなければ話し合いは進みません。

その「共通のステージ」こそが、“資料”です。

子どもたちが資料を読み、主人公が抱えている道

徳的な課題を理解し、「感動」や「葛藤」を疑似

体験します。その上で、「主人公はどんな思いな

のか」「なぜこんな行動をしたのか」と話し合い

ます。そうして、主人公の心情に迫っていく中で、

大切な道徳的価値に気付いていきます。

さて、道徳教育を充実させるために、『私たち

の道徳』が全国の子どもたちに配付されました。

『私たちの道徳』にも優れた読み物資料が載って

いますが、それだけで年間のすべての授業はでき

ません。道徳の時間も含めて学校教育全体で『私

たちの道徳』を活用するとともに、読み物資料中

心の「明るい心・人生」が、必要となります。

道徳の時間が特設された昭和３３年以来５０年

以上、愛知県内の先生や子どもたちの道徳の授業

を支えてきた「明るい心・人生」が、２０回目の

改訂作業を終えました。

｢子どもたちに価値ある道徳の授業をしたい！｣

という熱い思いをもった県内の教師たちが、改訂

に携わっています。ぜひ、それぞれの学校で採択

し「教科になっても大丈夫」という道徳の授業を

進めていただければ幸いです。


